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問市民課 ☎773-6661マイナンバーカード　証明書発行機を利用ください
　２月１日㈪からマイナンバーカードを利用した証明書類のコンビニ交付を行っています。これに合わ
せ、各庁舎にコンビニエンスストアと同じマルチコピー機（証明書発行機）を設置し、証明書類の自動
発行を行っています。
　これまで利用いただいていた自動交付機は６月末で廃止する予定です。廃止後は、証明書発行機を利
用ください。
　利用手順で迷った場合や機械に不具合が生じた場合は、遠慮なく窓口の職員をお呼びください。

●利用にはマイナンバーカードが必要です
　証明書発行機の利用には、マイナンバーカードの交付を受け、「利用者証明用電子証明書暗証番号」
を設定する必要があります。（通常はカードの交付時に設定しますが、交付後に追加設定することもで
きます）

●発行できる証明書・料金はコンビニ交付と同じです
　発行できる証明書：住民票、印鑑登録証明書、所得証明書、所得・課税（非課税）証明書
　料金：各250円

●証明写真が撮影できます（マイナンバーカードをお持ちでなくても利用できます）
　証明書発行機は、証明写真を撮ることができます。パスポートやマイナンバーカードの申請に利用
ください。４枚で１回800円です。（利用方法は、窓口の職員をお呼びください）

●稼働日時は平日（開庁日）の午前８時30分～午後５時15分です
　証明書発行機は、職員の目が届く各庁舎の１階ロビーに設置しています。稼働日時は、開庁日時と
同じです。閉庁時は、コンビニエンスストアを利用ください。

●証明書の発行方法

①画面の「行政サービス」を選
択して、サービス利用の同意
確認を行います。確認後、マ
イナンバーカードをカードリ
ーダー部に置きます。

②暗証番号（４桁）の入力画面
が表示されますので、暗証番
号を入力します。

③暗証番号の入力後、カードを
カードリーダー部から取り外
すよう表示されます。カード
を取り外すと、証明書の選択
画面が表示されます。

④画面の表示に従い必要な証明
書の種類や項目を選択します。

⑤最後に必要部数を入力し、表
示された料金を投入すると証
明書が印刷されます。
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●わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。
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三月三日 越後浦佐毘沙門堂裸押合大祭
　約1,200年前から途切れることのないこの大祭では、
浦佐普光寺境内を中心にして、日中から夜半までさまざま
な行事・神事が行われます。
　雪中で、ひときわ目立つ裸の男たちが体を水で清め押し
合う勇姿や、大ローソクが堂内や境内を幻想的に照らす情
景は、毘沙門天を祭るにふさわしい雄大な奇祭です。

　あなたも押し合いに飛び入り参加しませんか。 
最後まで参加すると、記念品として御盃を贈呈します。 
●期　　日　３月３日㈭
●集合場所　雪国おくにじまん会館〔浦佐本町〕
●集合時間　第１回 18：00（出発 18：20）
　　　　　　第２回 19：00（出発 19：20）
　　　　　　第３回 20：00（出発 20：20）
●問 合 せ　浦佐多聞青年団事務局 ☎777－2877 

●浦佐多聞青年団が先導
●はんたこ、さらし、足袋は各自

用意（着替えは集合場所で） 
●貴重品は各自管理 
●押し合いによる事故は自己責任

となります

水行参拝者大募集!

前夜祭イベント（₁₈：₀₀～₁₉：₀₀）
●ポコポコ！妖怪叩き　　　●掘り出し物市
●ローソクに火を灯そう！　●けんちん汁
●Café de TAMON（カフェ デ タモン）

※第１～５回福餅撒与の各15分前に「福餅配与」を境内で実施。
「福餅配与」は子ども、お年寄り、女性に福餅を配布します

※福物の木札を取られた人で、都合で撒与品授与式に出席でき
ない場合は、青年団事務所本部まで申し出ください

８：₃₀　第１回御前立本尊開帳護摩法要　　《堂内》
９：₄₅　稚児行列　　《雪国おくにじまん会館出発》
₁₀：₀₀　小学生鼓笛隊演奏　　　　　　《浦佐駅前》
₁₀：₁₅　稚児　御堂入り　　　　　　　　　《堂内》
₁₀：₂₀　講中福餅運搬　大八車　　《浦佐駅前出発》
₁₀：₄₅　第２回御前立本尊開帳護摩法要　　《堂内》
₁₁：₁₅　南魚沼市長挨拶
　　　　第１回福餅撒与 　　　　　　《境内》
₁₁：₄₅　第２回福餅撒与 　　　　　　《境内》
₁₂：₃₀　第３回御前立本尊開帳護摩法要　　《堂内》
₁₃：₀₀　第３回福餅撒与　　　　　　　　　《境内》
₁₃：₁₀　大名行列～御堂入り　　　《郵便局前出発》
₁₄：₁₅　第４回御前立本尊開帳護摩法要　　《堂内》
₁₅：₀₀　第４回福餅撒与 　　　　　　《境内》
　　　　第５回御前立本尊開帳護摩法要　　《堂内》
₁₅：₃₀　第５回福餅撒与 　　　　　　《境内》

３月３日㈭　大祭 ～昼の行事～

₁₉：₀₀　御前立本尊開帳護摩法要
₁₉：₄₀　大ローソク献火式
₁₉：₅₀　浦佐多聞青年団水行　幹部・年男
₂₀：₃₀　福餅撒与　　　　　　　　　　　　《境内》

３月２日㈬　前夜祭 ３月３日㈭　大祭 ～夜の行事～
₁₇：₀₀　ねこしき   
₁₇：₂₀　浦佐多聞青年団水行参拝・豊年踊り
₁₇：₄₀　ローソク講中水行・参拝
₁₈：₁₀　中学生水行・押合（18：25まで） 
₁₈：₄₀　一般水行参拝開始
₁₉：₀₀　第１回福物撒与　　　　　　　　　《堂内》
　　　　（予定）穀種４・金盃２
　　　　第１回御供物弓張撒与（４張）　　《境内》
₂₀：₀₀　第２回福物撒与　　　　　　　　　《堂内》
　　　　（予定）御盃２・坂上田村麿呂盃
　　　　（予定）金盃１・ＪＲ東日本新潟支社長盃
　　　　第２回御神酒弓張撒与（８張）　　《境内》
₂₁：₀₀　第３回福物撒与  　　《堂内》
　　　　（予定）金盃２・銀盃１・三本盃
　　　　第３回多聞天弓張撒与（４張） 　　《境内》
₂₁：₂₀　ささらすり　　　　　　　　　　　《堂内》
₂₂：₁₀　御灰像撒与　　　　　　　　　　　《堂内》
₂₂：₄₅　撒与品授与式　　　　　　　　《大祭本部》

問 浦佐多聞青年団事務局　☎777−2877

●境内は混雑します。スリなどの盗難、忘れ物、
けがなどに十分注意ください。

●道路などの交通も混雑します。警察官・大祭
役員・青年団などの指示に従ってください。

●飲酒運転、迷惑駐車は絶対におやめください。
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日会￥〆内定期資持時対他講申
・
問

FAX
メール

▼
臨
時
無
料
送
迎
バ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い

▼
無
料
送
迎
バ
ス
乗
降
は
、
浦
佐
駅
八
海
山
口
で
す

※
３
月
２
日
始
発
か
ら
３
日
最
終
便
ま
で
浦
佐
駅
西
地
区
に
公
共
バ
ス
は
入
り
ま
せ
ん

無
料
送
迎
バ
ス
時
刻
表

交通規制に協力
ください

一般車両駐車場は、駐車場台数に制限があります。路上は、駐車違反の取締りが行われます。
※働く婦人の家駐車場は、警察と交通指導関係車両専用となり、一般車両は駐車禁止です

赤石方面 （浦佐駅八海山口行き）
黒土新田バス停 12:30 14:40 16:50
東関建設工業前 12:33 14:43 16:53
大倉神社 12:36 14:46 16:56
桐沢集落開発センター 12:39 14:49 16:59
堂島集落センター 12:44 14:54 17:04
荒金集会所 12:47 14:57 17:07
茗荷沢ＪＡ 12:51 15:01 17:11
茗荷沢新田バス停 12:52 15:02 17:12
浦佐駅八海山口着 13:02 15:12 17:22
赤石方面帰り
（浦佐駅八海山口 発車) 14:15 16:25 20:00

大崎方面 （浦佐駅八海山口行き）
穴地八色転作センター 12:30 14:30 16:30
穴地新田農民会館 12:34 14:34 16:34
穴地スクールバス停 12:35 14:35 16:35
大崎農業会館 12:39 14:39 16:39
水尾理容コスギ前 12:43 14:43 16:43
今町新田集落センター 12:47 14:47 16:47
柳古新田観音堂 12:51 14:51 16:51
海士ヶ島新田スクールバス停 12:55 14:55 16:55
鰕島ながおかや前 12:58 14:58 16:58
浦佐駅八海山口着 13:05 15:05 17:05
大崎方面帰り
（浦佐駅八海山口発車） 14:10 16:10 20:00

薮神方面　（浦佐駅八海山口行き）
城山新田集落センター 13:30 15:30 17:30
今町集落開発センター 13:35 15:35 17:35
猫道スクールバス停 13:38 15:38 17:38
九日町開発センター 13:42 15:42 17:42
名木沢入口旭屋前 13:45 15:45 17:45
一村尾（中）ＪＡ前 13:48 15:48 17:48
一村尾（下）セブンイレブン裏 13:51 15:51 17:51
芹田集落開発センター 13:54 15:54 17:54
市野江バス停 13:57 15:57 17:57
浦佐駅八海山口着 14:05 16:05 18:05
薮神方面帰り
（浦佐駅八海山口発車）

13:10 15:10 17:10
21:00

三用・五箇方面　（浦佐駅八海山口行き）
山崎新田集落センター 13:30 15:40 17:50
山崎バス停 13:32 15:42 17:52
門前入口バス停 13:35 15:45 17:55
芋赤集落センター 13:40 15:50 18:00
湯谷入口 13:43 15:53 18:03
雷土生活改善センター 13:47 15:57 18:07
雷土新田開発センター 13:50 16:00 18:10
境川井口商店前 14:00 16:10 18:20
岩山岩倉橋 14:03 16:13 18:23
町屋観光センター 14:05 16:15 18:25
浦佐駅八海山口着 14:13 16:23 18:33
三用・五箇方面帰り

（浦佐駅八海山口 発車）
13:05 15:15 17:25 

21:00

毘沙門口

八海山口
無料送迎バス発着

JR浦佐駅

国道17号線（歩行者専用に対する迂回路）

浦佐交番

毘沙門堂
警察本部・消防本部・救護係

露店管理本部

警察・指導員詰所

許可車両以外進入・駐車禁止

自慢会館・JA 旧マスダヤ

北越BK

柳写真館

石丸電気

婦人の家

パラマウント
イン浦佐

市役所
大和庁舎

ENEOS

ローソン

休憩所

歩行者専用

歩
行
者
専
用

←六日町

←東京方面 新潟方面→

魚沼市→

警察車輌

ムサシ セブン
イレブン

ホテルオカベ

浦 

佐 

大 

橋魚　　野　　川

多 

聞 

橋

予

予

一般・露天商
20台

一般
50台

一般
80台

一般
50台

予

歩行者専用看板

交通誘導役員

予告看板

歩行者専用

矢印方向一方通行

２日午前11時～
　　３日午後11時

一般車両駐車場
200台

越後浦佐毘沙門堂裸押合大祭
交通規制図
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平
成
28
年
度
新
潟
県
交
通
災

害
共
済
の
加
入
申
込
開
始

　

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
の
加
入

申
込
み
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
入
通

院
の
実
治
療
日
数
が
７
日
以
上
あ

る
場
合
、
見
舞
金
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
会
費
は
年
間
１
人
５
０
０

円
で
す
。
交
通
事
故
に
備
え
て
加

入
く
だ
さ
い
。

申
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
行
政

区
長
・
区
役
員
を
通
じ
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
市
内
の
各
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除

く
）、
市
役
所
の
各
庁
舎
窓
口

で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

問
環
境
交
通
課

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
６

国
民
年
金
の
前
納
制
度
と

早
割
制
度

割
引
が
あ
っ
て
便
利
な
『
前
納
制

度
』
を
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
前
も

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
『
前

納
制
度
』
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
で
の
前
納
に
限
り
、
割
引
額
が

よ
り
大
き
い
『
２
年
前
納
』
が
利

用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
制
度
を

利
用
す
る
場
合
は
、
２
月
中
に
手

続
き
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
希
望
者
は
、
早
め
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

月
々
の
口
座
振
替
は
早
割
制
度
が

お
得
で
す

　

当
月
保
険
料
の
口
座
振
替
日
は

通
常
翌
月
末
日
で
す
が
、
早
割
制

度
を
利
用
し
、
当
月
末
日
に
引
き

落
と
す
こ
と
で
、
月
額
50
円
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
通
常
の
口
座
振
替
を
し

て
い
る
人
も
、
割
引
を
受
け
る
た

め
に
は
早
割
制
度
の
申
込
み
が
必

要
で
す
。

問
日
本
年
金
機
構

　

六
日
町
年
金
事
務
所

　

☎
７
１
６
─

０
８
０
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料

の
口
座
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
け

が
や
病
気
に
な
っ
た
人
を
、
社
会

全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
制
度

維
持
の
た
め
に
、
保
険
料
は
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
口
座
振
替

納
付
書
で
納
め
て
い
る
場
合

　

口
座
振
替
に
す
る
と
保
険
料
の

納
め
忘
れ
や
、
金
融
機
関
に
行
く

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

通
帳
・
印
鑑
を
持
参
し
、
金
融

機
関
の
窓
口
で
申
込
み
く
だ
さ
い

年
金
天
引
き
で
納
め
て
い
る
場
合

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
年
金
天

引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
口
座
か
ら
振
替
に
し
た

場
合
は
、
実
際
の
負
担
者
に
社

会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
、

世
帯
全
体
の
所
得
税
・
住
民
税

に
影
響
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
市
民
課 

国
保
年
金
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
１

確
定
申
告
相
談
会

期
２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、

２
月
28
日
㈰
・
３
月
13
日
㈰
は
、

休
日
相
談
会
を
実
施

会
市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

①
相
談
会
の
混
雑

　

曜
日
や
天
候
に
よ
っ
て
相
談
者

が
集
中
し
て
、
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

期
間
の
後
半
は
混
雑
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
来
場
く
だ
さ
い
。

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
日

　

２
月
16
日
㈫
、
３
月
１
日
㈫
、

３
月
７
日
㈪
、
３
月
15
日
㈫

自
宅
で
も
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を
作

成
す
れ
ば
、
申
告
相
談
会
場
に
行

く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
作
成
方

法
は
、
市
報
１
月
１
日
号
の
９
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
申
告
書
の
提
出
に

は
、
期
間
中
に
左
記
に
設
置
す
る

税
務
署
あ
て
の
受
付
箱
を
利
用
く

だ
さ
い
。

受
付
箱
の
設
置
場
所
：
税
務
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
民
会
館
申
告
相
談
会
場

②
注
意
事
項

　

申
告
期
間
中
、
市
民
税
係
で
は

窓
口
や
電
話
で
の
問
合
せ
に
応
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
確
定
申

告
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
小
千
谷

税
務
署
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課 

市
民
税
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
８

　

小
千
谷
税
務
署

　

☎
０
２
５
８
─

８
３
─

２
０
９
０

市
税
滞
納
者
の
資
産
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
し
ま
す

　

市
税
滞
納
の
た
め
差
押
え
を
し

た
、
ス
キ
ー
グ
ロ
ー
ブ
、
ス
ポ
ー

ツ
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
卓
上
パ
ソ
コ

ン
ス
タ
ン
ド
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
に
出
品
し
ま
す
。
ぜ
ひ
入
札

に
参
加
く
だ
さ
い
。

申
入
札
に
は
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。
申
込
み
方
法
、
物
品
な

ど
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
で
検
索
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
間

２
月
16
日
㈫　

午
後
１
時

　

～
２
月
26
日
㈮　

午
後
11
時

入
札
期
間

３
月
４
日
㈮　

午
後
１
時

　

～
３
月
６
日
㈰　

午
後
11
時

問
税
務
課 

収
税
班 

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
９

新潟県交通災害共済新潟県交通災害共済
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日会￥〆内定期資持時対他講申
・
問

FAX
メール 南

魚
沼
市
異
常
少
雪
緊
急

経
営
支
援
資
金
を
実
施

　

今
季
の
少
雪
に
よ
り
経
営
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
事
業
所
に
対

し
、
支
援
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

対
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
が

あ
り
、
少
雪
に
よ
り
売
り
上
げ

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業
者

（
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
索
道
業
、

ス
キ
ー
用
品
賃
貸
業
、
ス
キ
ー

学
校
、
小
売
店
、
建
設
業
）

限
度
額　

５
０
０
万
円

貸
付
期
間　

５
年

利
率　

年
１
．
４
５
％

信
用
保
証
料　

50
％
補
給

融
資
条
件　

市
税
完
納
者

問
商
工
観
光
課

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
５

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

～
補
償
金
の
申
請
手
続
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す
～

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
に
、
国
か
ら
補

償
金
（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

対
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
（
す
で
に
亡

く
な
っ
た
人
、
療
養
所
に
入
所

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

次
の
人
か
ら
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

・
井
上
和
子
様
〔
神
奈
川

県
〕
／
２
０
，
０
０
０
円

・
貝
瀬
明
裕
様
〔
東
京
都
〕

／
２
０
，
０
０
０
円

・
大
平
豊
様
〔
神
奈
川
県
〕

／
２
０
，
０
０
０
円

・
山
田
晃
義
様
〔
千
葉
県
〕

／
１
０
，
０
０
０
円

・
釜
堀
隆
司
様
〔
福
岡
県
〕

／
１
０
，
０
０
０
円

・
岡
村
誠
様
〔
埼
玉
県
〕
／

１
，
１
１
２
，
０
０
０
円

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
た
こ
と
が
な
い
人
も
対
象
）

※
す
で
に
国
か
ら
補
償
金
（
和
解

一
時
金
）
を
受
け
取
っ
た
人
は

対
象
外

　

対
象
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
遺
族
（
法
定
相
続
人
）
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

手
続
期
限　

３
月
31
日
㈭

　

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
訴
訟

の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、
余
裕

を
も
っ
て
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
・
問

　

厚
生
労
働
省 

難
病
対
策
課

　

☎
０
３
─

５
２
５
３
─

１
１
１
１

（
内
線
２
３
６
９
）

　

公
益
財
団
法
人
沖
縄
ゆ
う
な
協
会

　

☎
０
９
８
─

８
３
２
─

９
５
２
８

灯
油
の
流
出
事
故
に
注

意
く
だ
さ
い

　

事
故
の
大
半
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
の
小
出
し
口
か
ら
ポ
リ
容
器
へ

の
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
原
因
で
す
。
給
油
中

は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
給
油
後
は

タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
確
実
に
閉
め

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
油
口
に
自
動
停
止
機
能
付
き

の
器
具
を
取
り
付
け
る
と
、
事
故

防
止
に
有
効
で
す
。

※
油
漏
れ
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ

に
連
絡
く
だ
さ
い

連
絡
先

　

環
境
交
通
課

　

☎
７
７
３
─

６
６
６
６

　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
７
８
２
─

５
３
３
０

　

大
和
分
署

　

☎
７
７
９
─

４
６
０
０

２
月
は
高
齢
者
見
守
り

強
化
月
間
で
す

　

天
候
が
悪
い
２
月
は
、
高
齢
者

を
見
守
る
機
会
が
減
少
し
が
ち
で

す
。
身
近
に
で
き
る
活
動
を
実
践

し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
築
き

ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
３
活

動あ
い
さ
つ
…
ご
近
所
で
声
を
か
け

合
う

気
く
ば
り
…
地
域
で
さ
り
げ
な
く

見
守
る

助
け
合
い
…
普
段
と
違
う
こ
と
が

な
い
か
目
を
配
る

高
齢
者
の
虐
待
相
談
は
お
近
く
の

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ

　

家
族
が
介
護
に
疲
れ
て
追
い
つ

め
ら
れ
た
り
、
高
齢
者
が
虐
待
を

受
け
て
も
家
族
に
遠
慮
し
て
相
談

で
き
な
い
こ
と
や
家
族
や
高
齢
者

も
ど
う
し
た
ら
い
い
か
悩
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
や
声
を
か
け
た
時

に
「
普
段
と
違
う
」「
元
気
が
な

い
」「
困
っ
て
い
る
み
た
い
」「
心

配
だ
な
」
と
感
じ
た
ら
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
く
だ
さ

い
。
周
囲
の
気
付
き
が
高
齢
者
を

守
る
力
に
な
り
ま
す
。
相
談
者
や

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
、
厳
守

し
ま
す
。

問
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
７
５

　

大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
７
─

３
１
１
１

　

塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
８
２
─

０
２
５
２

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

南
魚
沼
市
議
会
の
３
月
定
例
会

を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
気
軽

に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

会
本
庁
舎
３
階　

議
場

開
催
予
定

２
月
29
日
㈪
：
市
長
施
政
方
針
・

議
案
審
議
ほ
か

３
月
７
日
㈪
：
議
案
審
議

３
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭
：
一
般
質
問

３
月
11
日
㈮
・
14
日
㈪
～
17
日

㈭
：
一
般
会
計
当
初
予
算
審
議

３
月
18
日
㈮
：
委
員
長
審
査
報

告
、
議
案
審
議

一
般
質
問
通
告
内
容　

３
月
８
日

㈫
か
ら
受
付
け
で
冊
子
を
配
布
し

ま
す
。

（
閉
庁
後
は
、
宿
直
室
で
配
布
）

※
日
程
は
２
月
22
日
㈪
に
正
式
決

定
。
詳
細
は
、
決
定
後
に
議
会

事
務
局
ま
で
。
各
委
員
会
の
傍

聴
も
で
き
ま
す
（
日
程
詳
細
と

一
般
質
問
通
告
内
容
は
、
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
）

問
議
会
事
務
局

　

☎
７
７
３
─

６
６
５
０
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古
着
・
古
布
・
不
用
食

器
の
拠
点
回
収

　

不
用
に
な
っ
た
古
着
や
古
布
、

不
用
食
器
の
拠
点
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

古
着
・
古
布

回
収
品
目　

シ
ャ
ツ
、
下
着
、
靴

下
、
ス
ー
ツ
、
セ
ー
タ
ー
、
着

物
な
ど
衣
類
全
般
。
タ
オ
ル
、

毛
布
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
。

※
一
般
家
庭
の
も
の
に
限
る

出
し
方　

透
明
か
半
透
明
の
袋
に

入
れ
て
袋
口
を
結
び
、
回
収
場

所
に
直
接
持
ち
込
む

￥
無
料

分
別
の
ポ
イ
ン
ト

①
洗
濯
し
て
あ
る
も
の
が
対
象

（
黄
ば
み
、
シ
ミ
は
可
）

②
ス
ー
ツ
な
ど
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

③
ボ
タ
ン
が
取
れ
た
も
の
、
穴
が

開
い
た
も
の
も
可

※
汚
れ
や
臭
い
の
あ
る
も
の
、
濡

れ
て
い
る
も
の
は
対
象
外

不
用
食
器

回
収
品
目　

陶
磁
器
製
・
ガ
ラ
ス

製
・
金
属
製
・
木
製
な
ど
の
食

器
全
般
。

出
し
方　

紙
に
包
ま
ず
、
割
れ
な

い
よ
う
に
箱
や
袋
に
入
れ
、
回

収
場
所
に
直
接
持
ち
込
む

￥
無
料

分
別
の
ポ
イ
ン
ト

①
き
れ
い
な
も
の
が
対
象

②
セ
ッ
ト
で
な
く
単
品
で
も
可

※
割
れ
た
食
器
、
欠
け
た
食
器
、

自
作
の
食
器
や
ペ
ッ
ト
の
え
さ

皿
な
ど
は
対
象
外

回
収
場
所
と
時
間

問
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
７
８
２
─

０
３
３
９

市
公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ボ
ー
ド
広
告
募
集
中

　

市
が
記
者
会
見
な
ど
に
使
用
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
に
、
掲

載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
の
規
格

　

縦
２
ｍ
×
横
４
ｍ

広
告
の
企
画
・
数
量

・
区
画　

縦
50
㎝
×
横
50
㎝
、

　
　
　
　

４
色
フ
ル
カ
ラ
ー

・
数
量　

16
区
画
（
１
広
告
主
）

広
告
の
掲
載
位
置

　

市
公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

を
32
区
画
に
分
割
し
、
16
区
画
を

有
料
広
告
、
そ
の
他
を
市
の
区
画

と
し
て
、
交
互
に
配
置

広
告
の
掲
載
期
間

　

４
月
～
９
月
（
６
か
月
間)

広
告
掲
載
料　

16
万
円（
６
か
月
）

募
集
数　

１
事
業
者
（
募
集
数
を

超
え
た
場
合
は
審
査
・
抽
選
）

〆
３
月
１
日
㈫

※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
で

検
索
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
秘

書
広
報
室
に
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
申
・
問
秘
書
広
報
室

　

☎
７
７
３
─

６
６
５
８

平
成
28
年
度
南
魚
沼
市
体

育
施
設
の
利
用
団
体
登
録

　

市
内
体
育
施
設
・
小
中
学
校
体

育
施
設
は
、
団
体
登
録
す
る
こ
と

で
優
先
予
約
が
で
き
ま
す
。
登
録

は
年
度
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す
。

　

登
録
後
、
利
用
し
た
い
施
設
の

地
域
の
利
用
調
整
会
議
に
出
席

し
、
各
団
体
と
施
設
予
約
の
調
整

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市

内
体
育
施
設
を
継
続
的
に
利
用

す
る
団
体

￥
年
間
５
，
０
０
０
円
（
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

小
・
中
学
生
を
指
導
す
る
団
体

は
免
除
）

申
申
請
書
と
団
体
登
録
料
を
社
会

教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
、

大
和
・
塩
沢
公
民
館
、
デ
ィ
ス

ポ
ー
ト
南
魚
沼
に
提
出
く
だ
さ

い
。（
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

施
設
利
用
料　

登
録
団
体
は
不
要

※
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
の
各
施

設
、
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
各
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
は

別
途
料
金
が
必
要

体
育
施
設
利
用
調
整
会
議
の
日
程

（
調
整
期
間
：
４
月
１
日
～
７
月

15
日
）

※
こ
の
会
議
に
参
加
し
た
い
団
体

は
、
３
月
２
日
㈬
ま
で
に
登
録

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。当
日
、

登
録
証
を
配
布
し
ま
す

●
六
日
町
地
域
体
育
施
設

日
３
月
９
日
㈬　

午
後
７
時
～

会
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
２
階

　

ア
リ
ー
ナ

●
大
和
地
域
体
育
施
設

日
３
月
15
日
㈫　

午
後
７
時
～

会
大
和
公
民
館
２
階 

大
会
議
室

●
塩
沢
地
域
体
育
施
設

日
３
月
16
日
㈬　

午
後
７
時
～

会
塩
沢
公
民
館
１
階 

講
堂

問
社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
７
７
３
─

６
６
３
０

塩沢・六日町地域 大和地域
回
収
場
所

環境衛生センター　　　　　　
・古着古布は可燃ごみ処理施設
・不用食器は不燃ごみ処理施設

大和庁舎正面玄関内

受
入
時
間

月曜日～土曜日
9：00～12：00

13：00～17：00

月曜日～金曜日
9：00～17：00

※不用食器は水曜日のみ
日曜日・祝日

9：00～12：00 ―

※回収場所へ時間内に直接搬入してください（無料）
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日会￥〆内定期資持時対他講申
・
問

FAX
メール 市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
新

し
く
な
り
ま
す

　

３
月
１
日
㈫
か
ら
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
情

報
を
探
し
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
す
る
た
め

に
、
デ
ザ
イ
ン
や
ペ
ー
ジ
構
成
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
便
利
な

機
能
の
追
加
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

対
応
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
く

だ
さ
い
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の
ペ
ー

ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
変
更
と
な
り
ま

す
。
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
っ

て
あ
る
場
合
や
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
を

し
て
い
る
場
合
は
、
再
設
定
く
だ

さ
い
。

問
秘
書
広
報
室

　

☎
７
７
３
─

６
６
５
８

牧
之
通
り　

い
ざ
り
機
織
り
実
演

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
越
後
上
布
の
い
ざ
り
機

織
り
の
実
演
を
牧
之
通
り
で
行
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
見
学
く
だ
さ
い
。

日
４
月
３
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
曜

日
・
祝
日

時
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
中
島
屋
〔
四
分
区
（
塩
沢
）〕

￥
無
料

問
中
島
屋

　

☎
７
８
２
─

１
１
１
６

し
お
ざ
わ
雪
譜
ま
つ
り
書
道
展

　

塩
沢
地
域
の
小
中
学
生
か
ら

１
，
０
０
０
点
以
上
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
作
品

（
牧
之
賞
・
市
長
賞
・
商
工
会
長

賞
）
１
４
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
２
月
20
日
㈯
～
３
月
６
日
㈰

時
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

（
月
曜
日
の
み
午
後
５
時
ま
で
）

会
塩
沢
公
民
館 

玄
関
ロ
ビ
ー

￥
無
料

問
塩
沢
公
民
館

　

☎
７
８
２
─

０
１
０
０

第
10
回
八
色
の
森
公
園

こ
ど
も
雪
ま
つ
り

日
３
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

会
八
色
の
森
公
園

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
周
辺

内
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
（
有
料
）、
雪

の
す
べ
り
台
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
飲
食
・
物
販
の
出
店
、

も
ち
ま
き
、
抽
選
会
な
ど

　

雪
遊
び
の
で
き
る
服
装
で
お
こ

し
く
だ
さ
い

※
雪
遊
び
エ
リ
ア
は
積
雪
状
況
に

よ
り
、
変
更
の
場
合
あ
り

問
奥
只
見
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都

市
公
園
指
定
管
理
者　

む
つ
み

グ
ル
ー
プ

　

☎
７
８
０
─

４
５
６
０

城
内
地
区
雪
祭
り
「
城
内
弥

三
郎
ば
さ
生
誕
地
ま
つ
り
」

　

古
く
か
ら
伝
わ
る
「
弥
三
郎
ば

さ
」
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
雪
祭
り
で
す
。

　

今
年
は
ス
タ
ッ
フ
が
ム
ジ
ナ

（
ア
ナ
グ
マ
）
顔
の
メ
イ
ク
で
出

迎
え
ま
す
。

日
２
月
20
日
㈯　

午
後
５
時
～

会
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
〔
上

原
〕

内
山
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
「
ホ
エ

ル
」
コ
ン
テ
ス
ト
・
顔
ペ
イ
ン

ト
大
会
（
入
賞
者
に
は
景
品
あ

り
）、
希
望
の
灯
と
絵
馬
の
奉

納
、
弥
三
郎
ば
さ
昔
語
り
、
甘

酒
・
ム
ジ
ナ
汁
（
油
揚
げ
汁
）・

お
神
酒
の
ふ
る
ま
い
、
ム
ジ
ナ

そ
ば
・
う
ど
ん
・
た
こ
焼
き
な

ど
の
出
店

問
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
５
─

２
０
０
２

国
際
大
学　

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

と
「
武
器
を
ア
ー
ト
に
」
展

　

内
戦
後
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
残

さ
れ
た
武
器
を
鍬
や
生
活
用
品
に

交
換
し
、
ア
ー
ト
に
再
生
さ
せ
る

活
動
を
支
援
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
代
表
理
事
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

国
際
的
な
平
和
構
築
の
営
み
、
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
へ

の
取
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

と
地
域
づ
く
り
」

日
２
月
26
日
㈮

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

講
竹
内
よ
し
子
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
え
ひ
め
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）

「
武
器
を
ア
ー
ト
に
」
展

期
２
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

時
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

（
28
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

共
通
事
項

会
国
際
大
学 

Ｍ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ホ
ー
ル

問
国
際
大
学

　

☎
７
７
９
─

１
１
１
２

慶
應
義
塾
大
学
混
声
合
唱
団
楽
友
会

第
24
回Family Concert

日
２
月
19
日
㈮　

午
後
７
時
～

会
塩
沢
公
民
館　
　

￥
無
料

曲
目　

ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
（
さ
ん

ぽ
、
君
を
の
せ
て
、
や
さ
し
さ

に
包
ま
れ
た
な
ら
）、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
メ
ド
レ
ー
（A

 W
hole 

N
ew

 W
orld

な
ど
）、
ポ
ッ
プ

ス
曲
（
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
、

Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
ど
）、
合
唱
曲
（
き
み

歌
え
よ
、
信
じ
る
、believe

、

怪
獣
の
バ
ラ
ー
ド
な
ど
）

問
慶
應
義
塾
大
学
混
声
合
唱
団
楽

友
会

メールG
akuyukai.data@

gm
ail.

com普
通
救
命
講
習
会

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応

急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
め

て
の
人
も
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
扱
い

な
ど
の
実
技
が
中
心
の
講
習

日
３
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
30
人
程
度　
　

￥
無
料

他
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

　

☎
７
８
２
─

５
３
３
１



市報  みなみ魚沼　　平成28年2月15日発行 8

南
魚
沼
市
少
年
少
女
合
唱
団

平
成
28
年
度
団
員
募
集

期
平
成
28
年
４
月
～
平
成
29
年
３

月
（
１
年
間
）

対
市
内
の
小
学
３
年
生
～
中
学
３

年
生
（
平
成
28
年
４
月
現
在
）

内
発
声
・
発
音
・
呼
吸
法
な
ど
、

美
し
い
合
唱
を
す
る
た
め
の
基

礎
を
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。
南

北
魚
沼
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
10
月
23
日
㈰
）
な
ど
に

出
演
予
定
。

指
導　

高
野
祥
子
さ
ん
、
鈴
木
規

子
さ
ん　

ほ
か

￥
年
間
７
，
０
０
０
円
（
開
講
式

で
集
金
）

〆
３
月
24
日
㈭

練
習

日
原
則
、土
曜
日（
月
３
回
程
度
）

時
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

会
中
央
公
民
館 

実
習
室

見
学
会

日
３
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯

　

午
前
９
時
50
分
～
11
時

開
講
式

日
４
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
～

申
・
問
中
央
公
民
館

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
０

中
央
公
民
館
教
養
講
座

初
め
て
の
き
も
の
教
室

（
き
も
の
デ
ビ
ュ
ー
昼
間
の
部
）

　

き
も
の
を
装
い
、
お
で
か
け
を

め
ざ
す
講
座
で
す
。

　

10
月
２
日
㈰
の
十
日
町
市
民
茶

会
で
の
き
も
の
デ
ビ
ュ
ー
を
め
ざ

し
ま
す
。

日
３
月
26
日
～
９
月
24
日
の
毎
土

曜
日
（
全
20
回
）

時
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
中
央
公
民
館
２
階 

和
室

定
20
人
（
先
着
順
）

対
小
学
生
以
上
の
女
性
（
高
校
生

以
下
は
保
護
者
の
同
意
と
送
迎

が
必
要
）

※
子
ど
も
の
同
伴
も
可

￥
１
２
，０
０
０
円
／
20
回
分（
抹

茶
代
を
含
む
。
初
回
に
集
金
）

※
十
日
町
市
民
茶
会
へ
の
参
加
は

自
由
で
す
が
、
参
加
費
２
，
５

０
０
円
が
別
途
必
要

持
足
袋
、肌
じ
ゅ
ば
ん
、裾
よ
け
、

長
じ
ゅ
ば
ん
、
き
も
の
（
や
わ

ら
か
も
の
）、な
ご
や
帯
、袋
帯
、

帯
板
、帯
枕
、ひ
も
３
～
４
本
、

だ
て
締
め
２
本
、
コ
ー
リ
ン
ベ

ル
ト
、
補
正
用
品
か
タ
オ
ル
数

枚
、
洗
濯
ば
さ
み
、
帯
揚
げ
、

帯
締
め

※
き
も
の
の
貸
し
出
し
あ
り
（
料

金
５
０
０
円
）

講
笛
田
栄
子
さ
ん

　

桑
原
達
子
さ
ん

〆
３
月
10
日
㈭

申
・
問
中
央
公
民
館

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
０

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

②
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
３
月
４
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

会
堀
之
内
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
堀
之
内
〕

相
談
担
当　

人
権
擁
護
委
員

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
八
木
兵
司
〔
魚
沼
市
下
島
〕

　

☎
０
２
５
─

７
９
４
─

２
７
７
７

・
高
橋
美
保
〔
魚
沼
市
堀
之
内
〕

　

☎
０
２
５
─

７
９
４
─

２
８
８
５

　

相
談
日
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

問
法
務
局　

南
魚
沼
支
局 

　

☎
７
７
２
─

３
７
４
２

心
の
健
康
相
談
会

　

「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ

こ
も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ

い
か
気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄

り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」
な

ど
…

　

こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人

や
、
そ
の
家
族
な
ど
に
、
専
門
医

（
精
神
科
）が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
３
月
14
日
㈪　

午
後
２
時
～
４
時

会
南
魚
沼
健
康
福
祉
環
境
部

￥
無
料

申
事
前
予
約
が
必
要

※
精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合

は
、
相
談
を
し
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

　

☎
７
７
２
─

８
１
３
７

臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」
～
秘
密
厳
守
～

　

義
務
教
育
終
了
か
ら
39
歳
ま
で

の
困
難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
発
達
障
が
い
、
不

登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り

な
ど
に
悩
む
若
者
と
そ
の
家
族

日
３
月
３
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
１
階 

相
談
室

〆
３
月
１
日
㈫

※
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来
所

相
談
に
随
時
応
じ
ま
す

申
・
問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
６
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心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
軽
に
参
加
し
て
ね
。
初
め
て
の

人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連

れ
た
人
、
み
ん
な
大
歓
迎
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

塩
沢
地
域
と
く
べ
つ
版
「
そ
だ
ち

学
級
」

日
３
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
塩
沢
公
民
館 

講
堂

内
「
寒
い
冬
を
吹
き
と
ば
せ
！
み

ん
な
で
楽
し
く
ミ
ニ
ミ
ニ
う
ん

ど
う
か
い
♪
」

第
６
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
３
月
８
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ

内
「
思
い
っ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！
パ

ー
ト
３
」
寒
さ
に
負
け
ず
、
元

気
に
体
を
う
ご
か
そ
う
（
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
も
あ
り
）

共
通
事
項

対
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど

￥
無
料（
保
険
料
一
人
10
円
負
担
）

申
不
要
（
直
接
会
場
ま
で
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中

問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
１

若
者
の
た
め
の「
職
場
見
学
」

～
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
・

六
日
町
車
両
基
地
～

　

働
く
こ
と
に
悩
ん
で
い
る
若
者

を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
を

見
学
し
て
、
就
労
意
欲
を
高
め
る

た
め
の
職
場
見
学
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
ほ
く
ほ
く
線
を
見
学

し
ま
す
。
日
夜
、
地
域
交
通
を
守

る
努
力
と
そ
の
思
い
に
触
れ
ま

す
。
駅
業
務
、
車
両
整
備
な
ど
、

キ
ラ
ッ
と
光
る
プ
ロ
の
仕
事
を
間

近
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
３
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
15
分

～
４
時
45
分

集
合
：
午
後
１
時
15
分　

南
魚
沼

市
図
書
館 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

見
学
先　

北
越
急
行
株
式
会
社　

十
日
町
駅
・
六
日
町
車
両
基
地

（
ほ
く
ほ
く
線
で
移
動
）

対
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
か

ら
39
歳
で
、
働
く
こ
と
に
悩
ん

で
い
る
人

￥
６
０
０
円
（
電
車
代
）

定
10
人
（
先
着
順
）

〆
２
月
29
日
㈪

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
者
に
は
、
詳
し
い
内
容
を

送
付
し
ま
す

申
・
問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　

「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い

か
な
い
」
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
、
ゲ
ー
ム

感
覚
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し

み
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や

感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
人
と
交

流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
３
月
10
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階 

音
楽
室

対
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
か

ら
39
歳
の
人

講
川
島
崇
照
さ
ん
（
川
島
崇
照
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
オ
フ

ィ
ス
）

申
不
要
（
直
接
会
場
ま
で
）

問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
１

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い

　

就
学
や
就
労
に
と
ま
ど
う
若
者

を
家
族
と
し
て
ど
う
理
解
し
、
ど

う
支
援
し
た
ら
よ
い
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
者
同
士
で
語
り
合
っ
た

り
、
相
談
員
が
講
演
会
や
研
修
会

な
ど
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

日
３
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

小
会
議
室

対
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
か

ら
39
歳
ま
で
の
困
難
を
抱
え
た

若
者
の
家
族

※
担
当
相
談
員
が
、
気
軽
に
語
り

合
え
る
よ
う
に
進
行
し
ま
す
。

集
い
後
、
個
別
相
談
に
も
応
じ

ま
す

《
参
加
者
の
感
想
》

◎
同
じ
よ
う
な
心
配
を
抱
え
る
人

が
い
る
と
わ
か
り
、
少
し
気
持

ち
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。

◎
他
の
人
の
話
を
聞
き
、
改
め
て

わ
が
子
を
見
つ
め
直
し
た
り
、

自
分
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

申
不
要
（
直
接
会
場
ま
で
）

問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
─

６
６
１
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

八
色
園　

介
護
者
教
室

　

介
護
者
が
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
負
担
の
軽
減
に
つ
が
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
拘
束
・
虐
待

予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講
習

後
は
、コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、

介
護
の
悩
み
を
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
３
月
11
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園

１
階 

会
議
室

内
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
」
～
適
切
な
介
護
と
支

援
に
つ
い
て
～

講
八
色
園
相
談
員　
　

￥
無
料

定
30
人
（
先
着
順
）

〆
３
月
７
日
㈪

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

当
日
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園

　

☎
７
７
７
─

３
８
１
１

　

担
当
：
小
杉
・
番
場

日会￥〆内定期資持時対他講申
・
問

FAX
メール



市報  みなみ魚沼　　平成28年2月15日発行 10

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
講
習

　

Ｊ
ｗ
─
ｃ
ａ
ｄ
で
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
住
宅
の
平
面
図
や
断

面
図
な
ど
の
作
成
方
法
を
学
び
ま

す
。

日
３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
〔
魚
沼

市
堀
之
内
〕

内
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
３
（
Ｒ
Ｃ
造

の
平
面
図
作
成
）

定
10
人　
　

対
在
職
者

￥
２
，
４
０
０
円

持
高
校
生
か
ら
始
め
る
Ｊ
ｗ
─
ｃ

ａ
ｄ
建
築
製
図
入
門
［
Ｒ
Ｃ
造

編
］（
発
行
：
㈱
エ
ク
ス
ナ
レ

ッ
ジ
）

申
申
込
用
紙
は
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
問
合
せ
先

に
請
求
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

☎
０
２
５
─

７
９
４
─

２
４
１
０

　

FAX
０
２
５
─

７
９
４
─

２
４
１
１

　

担
当　

村
田
・
加
藤

（
職
）南
魚
沼
職
業
能
力
開

発
運
営
協
会　

職
員
募
集

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　

事
務
職
員
（
正
職
員
）　

１
人

業
務
内
容　

一
般
事
務
、
教
務
事

務
、
施
設
管
理
補
助
ほ
か

採
用
予
定
日

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

応
募
資
格

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
大
学
を
卒
業
（
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
し
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
人

試
験
内
容
／
試
験
日

１
次
試
験
：
筆
記
試
験
（
教
養
試

験
、
小
論
文
）
／
３
月
15
日
㈫

２
次
試
験
：
面
接
試
験
／
３
月
23

日
㈬（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

申
受
験
申
込
書
（
６
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
の

写
真
を
貼
付
）、
履
歴
書
・
職

務
経
歴
書
、
卒
業
証
明
書
ま
た

は
卒
業
見
込
証
明
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
は
魚
沼
サ
ン
テ
ィ

ッ
ク
ス
ク
ー
ル
で
配
布
。
郵
送

希
望
者
は
郵
便
切
手
82
円
（
速

達
希
望
は
要
加
算
）
を
貼
付
し

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
請

求
く
だ
さ
い

提
出
先　

〒
９
４
９
─

６
６
１
５

　

南
魚
沼
市
西
泉
田
48
番
地
１

　

職
業
訓
練
法
人
南
魚
沼
職
業
能

力
開
発
運
営
協
会 

総
務
係

〆
３
月
10
日
㈭　

午
後
５
時
（
持

参
・
郵
送
と
も
必
着
）

問
職
業
訓
練
法
人
南
魚
沼
職
業
能

力
開
発
運
営
協
会
（
魚
沼
サ
ン

テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
）

　

☎
０
２
５
─

７
７
２
─

４
５
５
４

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦

情
・
相
談
窓
口

　

在
宅
や
福
祉
施
設
で
提
供
さ
れ

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
説

明
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
違
っ
た

り
、
職
員
の
対
応
に
不
満
や
苦
痛

を
感
じ
た
場
合
は
、
相
談
く
だ
さ

い
。

　

中
立
・
公
正
な
立
場
で
助
言
や

調
査
を
行
い
、
適
切
に
解
決
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

問
新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適

正
化
委
員
会

　

☎
０
２
５
─

２
８
１
─

５
６
０
９

シ
リ
ー
ズ
市
民
の
声
⑭

問
秘
書
広
報
室

　

☎
７
７
３
─

６
６
５
８

◇
公
共
機
関
か
ら
の
広
報
紙
に
つ

い
て

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　

各
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
る
広
報

紙
が
多
す
ぎ
は
し
な
い
か
。
市
報

に
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
は
、
ま
と

め
た
方
が
よ
い
と
思
う
。

　

老
人
会
な
ど
へ
の
連
絡
通
知

は
、
市
役
所
総
務
課
、
市
役
所
社

会
教
育
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

３
か
所
か
ら
出
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
複
数
部
署
の
管
理
を
一
元
化

し
、
発
行
物
を
減
ら
せ
な
い
も
の

か
。
そ
う
す
れ
ば
、
老
人
会
も
対

応
し
や
す
く
な
る
。

【
市
か
ら
の
返
事
】

　

各
機
関
か
ら
の
広
報
誌
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
関
が
目
的
を
持
ち
、

そ
の
機
関
の
予
算
で
発
行
し
て
い

ま
す
。
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
を
ま

と
め
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
で
す

が
、
発
行
や
編
集
に
係
る
費
用
、

発
行
目
的
、
紙
面
内
容
が
異
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
現
実
的
に
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。

　

市
で
は
、
各
課
な
ど
か
ら
の
お

知
ら
せ
文
書
を
減
ら
し
、
市
報
み

な
み
魚
沼
に
集
約
し
て
掲
載
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
急
を
要
す
る
記
事
や
担
当

課
で
特
集
を
し
た
内
容
な
ど
、
市

報
と
同
時
に
配
布
さ
れ
る
文
書
が

多
い
の
が
現
実
で
す
。
市
と
し
て

は
、
市
報
以
外
の
文
書
を
少
し
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

複
数
部
署
の
管
理
を
一
元
化

し
、
配
布
文
書
を
減
ら
せ
な
い
か

と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
例
に
あ

り
ま
す
老
人
会
へ
の
連
絡
は
、
市

老
連
に
関
し
て
は
市
老
連
の
事
務

局
が
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

塩
沢
地
域
高
齢
者
運
動
会
に
関
し

て
は
塩
沢
公
民
館
（
社
会
教
育

課
）
が
、
一
部
の
老
人
会
へ
の
補

助
金
に
関
し
て
は
福
祉
課
が
行
っ

て
い
ま
す
。
老
人
会
と
し
て
は
窓

口
が
ひ
と
つ
の
方
が
わ
か
り
や
す

い
と
思
い
ま
す
が
、
市
老
連
が
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
、
市
の

社
会
教
育
課
と
福
祉
課
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
管
す
る
事
業
を
遂
行

す
る
た
め
に
連
絡
し
て
い
る
も
の

で
す
。
仮
に
代
表
の
連
絡
窓
口
を

作
り
、
代
表
以
外
は
そ
こ
を
経
由

し
て
連
絡
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
時

に
即
答
で
き
な
い
な
ど
、
利
便
性

の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

事
業
や
補
助
金
ご
と
に
別
々
の

機
関
（
担
当
課
）
か
ら
の
連
絡
と

な
り
、
煩
雑
か
と
思
い
ま
す
が
、

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
：
秘
書
広
報
室
）
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常設展 　−彫る　摺
す

る　画
か

く−「棟方志功の世界」
企画展 　期２月28日㈰まで
「革新の黒～加山又造と篠田桃紅展～」
「二科展で活躍した画家たち」
南魚沼名水珈琲と入館料のセット販売  割安なセ
ット販売を期間限定で実施中。お見逃しなく！
ひな雪見かざり  ４月３日㈰まで、ひな段と館内の
階段を使って約400体のひな人形を展示中。
市民無料観覧デー  ６月９日㈭まで、市民は毎週
木曜日が入館無料です。ぜひ来館ください。

☎783-4500　 FAX  783-3388　￥一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

２・３月の休館【２月29日㈪～３月３日㈭（１階雪国交流館は通常営業）】

【第14回リコーダーコンサート】
　14回目を迎える春のリコーダーコンサート。古い
時代の音楽やおなじみのメロディーなどを、数種類
のリコーダーで演奏します。
日３月６日㈰
　開演14:00
　（開場13:30）
会市民会館
　大ホール
￥無料

南魚沼市民会館 受付8:30〜17:15

２月の休館【月曜日】
☎773-5500　 FAX  772-8161　  0120-150-142

URL  http://www.6bun.jp

池田記念美術館 開館9:00〜17:00
（入館16:30まで）

２月の休館【水曜日、20日㈯午後、29日㈪】
☎780-4080　 FAX  777-3815　 URL  http://www.ikedaart.jp

￥大人500円／高校生以下無料

期２月28日㈰まで
　魚沼に魅せられた写真家40人が自慢のベストショ
ットを出展します。

魚沼ベストショット展PartⅤ

期３月４日㈮～６月15日㈬（予定）
「藤田嗣治とヴラマンク生誕記念展～パリ派と野獣派～」
「花のある風景～片岡球子を中心に～」

次回企画展
期３月３日㈭～３月29日㈫
　内戦が続いたモザンビーク共和国に残された武器
がアーティストの手によって作品に生まれ変わりま
した。平和への願いを発信する展覧会です。

特別展示　武器をアートに　Arms into Art

鈴木牧之記念館 開館9：00〜16：30
２月は毎日開館します

☎・ FAX  782-9860
￥大人500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

◇「花紬たいけん」開催◇
　しなやかな紬や彩り豊かな押花を使った楽しい体
験です。（体験は１作品約30分。紬と押花の両方の
体験もできます）
つむぎ細工コース…塩沢紬を使い、しおりとハガキ
にデザイン
押花コース…押花を使い、キーホルダーや絵はが
き・マグネットにデザイン
期①２月20日㈯　14:00～19:00
　②３月19日㈯、20日（日・祝）　10:00～15:00
会鈴木牧之記念館（①は１階、②は２階）
￥500円～（市民以外は観覧料が別途必要）
◇今福進人形展開催中◇
期３月28日㈪まで　　　主催 射

しゃが

干の会
　市内に工房を構える今福進さんが昭和時代の遊び
や、懐かしい風景を再現しています。愛くるしい人
形が来館をお待ちしています。
同時開催　第11回三国街道塩沢宿ひな雪見かざり
　塩沢宿の52軒で享保雛や古今雛などの貴重なひな
人形を展示しています。
※会期中、市民は観覧無料

期３月７日㈪まで
　富岡は、各地の白と黒の世界を
雪上車、小型飛行機などを駆使し
て探求し、特注のペインティング
ナイフによって描き出しました。
白と黒の世界を堪能ください。

富岡惣一郎「白と黒の探求」

☎775-3646 　 FAX  775-3650
￥一般500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

２月の市民無料の日：18日㈭、28日㈰

トミオカホワイト美術館 開館10:00〜17:00
（入館16:30まで）

２月の休館【水曜日】

北アルプス・槍ヶ岳Ａ

期３月３日㈭～４月４日㈪
　南魚沼市出身の彫
刻家の個展。鉄を素
材にした作品を展示
します。
■ギャラリートーク
日３月19日㈯
　14:00～15:00

霜鳥健二彫刻展 −鉄−

霜鳥健二「square-15」2015 年
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　※むいかまちこども園（☎772-4577）は、直接、園に問い合わせください

※詳しくは各施設に問い合わせください

公設民営・私立保育園

育園 そびの 場保 あ 広
保育園名 電話番号 内容（日程） 時間

浦 佐 認 定
こ ど も 園 777-5560

自由来館 月～土曜日 10：00～16：00
外で遊ぼう 毎週月曜日

10：00～11：30
子 育 て 支 援 だ よ り
「ひだまり」をご覧
ください

絵本で遊ぼう 毎週火曜日
作って遊ぼう 毎週水曜日
歌って遊ぼう 毎週金曜日
園庭・保育室で遊ぼう 毎週土曜日
身体測定 毎月第３火曜日
誕生日会 毎月第４金曜日

上　　 町 773-6187
英語で遊ぼう 毎月第２木曜日 10：00～11：30

予約が必要ですめごちゃん 毎月第４木曜日

め ぐ み 野 773-5257
にこにこデー 毎週火・木曜日

10：00～11：00
おたのしみ会 毎月第２木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15：30～16：00

野 の 百 合

注今年度は
仮園舎（美
佐島）で実
施します

772-2627

支援センター開放 毎週月～土曜日

 9：45～15：00
身体測定 毎週月曜日
ひよこ学級(たのしく手作り) 毎週火曜日
ひよこちゃんデー(園児との遊び) 毎週水・木曜日
お誕生会・給食試食会 毎月開催
サークル活動

毎週金曜日
 9：45～11：30

マタニティサロン 13：30～15：00

わ か ば 778-2036
わくわくコーナー（園開放） 毎週水曜日

10：00～12：00
親子保育体験日 月２回

金　　 城 788-1661
にこにこクラブ 毎週水曜日 13：30～14：30

自由来館（ランチルームあります） 毎日 10：00～18：00
水曜日 13：00～

金城わかば
児 童 館 782-5163

手作りを楽しもう！ 月２回ずつ月曜日 10：30～11：30
園生活を体験しよう！ 月２回ずつ火曜日

10：00～12：00
料理を楽しもう！ 月２回ずつ木曜日

子育て情報を提供します！ 月２回ずつ金曜日 （ピラティス）10：15～11：15
（みのり）10：30～11：30

学童フェスティバル ３月22日㈫ 14：30～16：30（予定）
※詳しくは、毎月発行の児童館だよりをご覧ください

〒₉₄₉︲₆₆₁₁ 南魚沼市坂戸₃₇₂
ディスポート南魚沼内
ス ポ パ ラ　☎773-3210
ディスポート　☎773-6620公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

　油圧抵抗式マシンで、どなたでも簡単に利用いただけます。マシンの使い方説明会です。
日３月13日㈰　12：00～13：30　　　　　　　　　　　 定６人
会ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム　　　　　対中学生以上
￥会員：無料　非会員：200円（施設利用料300円が別途必要。定期券可）
申ディスポート南魚沼（電話申込み可）
※運動着、室内用シューズ、タオル、水分補給用飲料を用意ください

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム『マシン使用法講習会』
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災害時の備え
　いつ起こるかわからない災害を想定して、事前に災害時にどう行動するかを考え、具体的な対
応や連絡方法を家族と話しておくことが大切です。
①家の中の備え　　屋内の安全確保は、災害時だけではなく、日ごろの事故防止にもつながりま
す。地震を想定した訓練を家庭でしたり、身を守る行動を子どもと一緒に確認しておきましょう。

②非常用物品　　２～３日分を目
安に用意し、避難用リュックに入
れて、いつでも持ち出せるように
しましょう。ストレスで母乳の出
が悪くなることがあるので、母乳
育児の人も哺乳瓶、ミルク、水な
どを用意しておくと安心です。

③その他　　避難場所や避難経路を確認しましょう。交通手段がなくなったり、病院が閉鎖することがあります。
受診中の病院以外に、近所の病院の場所や連絡先、２～３通りの行き方を確認しておくと安心です。受けている
治療や処方薬を、他の人にもわかるようにしておきましょう。

◦もぐもぐ教室は、予約が必要です。実施日の３日前までに保健課に連絡ください。
◦持ち物は、乳幼児健診カレンダーをご覧ください。

もぐもぐ教室
（離乳食教室） 会場 ふれ愛支援センター 対象 ₂₇年８月生 日にち ３月18日㈮ 受付時間 ₉：₃₀ ～₉：₄₅

乳幼児健診などの日程 問 保健課 ☎773-6811

＊実施日の２日前・前日・当日のいずれかに発熱などの症状がある人は、健診や教室の参加を自粛ください

月3
北　部

（大和地域、大巻・城内・五十沢地区）
健友館（大和病院となり）

南　部
（六日町地区、塩沢地域）

塩沢保健センター

事　業 対　象 日にち 受付時間 日にち 受付時間
４ か 月 児 健 診 27年₁₁月生 ３月24日㈭ 13：00～13：10 ３月17日㈭ 13：00～13：10

10 か 月 児 健 診 27年５月生 生後10か月になったら、受診票を使って医療機関で受けましょう！
ＢＣＧ接種期限まであと２か月です！

１ 歳 児 歯 科 健 診
フ ッ 化 物 塗 布 27年２月生 ３月23日㈬ 13：00～13：10 ３月16日㈬ 13：00～13：10

１ 歳 半 児 健 診・ 歯 科
健 診・ フ ッ 化 物 塗 布 26年８月生 ３月７日㈪ 13：00～13：10 ３月25日㈮ 13：00～13：10

２ 歳 児 歯 科 健 診
フ ッ 化 物 塗 布 26年２月生 ３月10日㈭ 9：00～9：10 ３月２日㈬ 13：00～13：10

２ 歳 半 児 歯 科 健 診
フ ッ 化 物 塗 布 25年８月生 ３月８日㈫ 9：00～9：10 ３月11日㈮ 13：00～13：10

３歳児健診･歯科健診・
フ ッ 化 物 塗 布 25年２月生 ３月10日㈭ 13：00～13：10 ３月４日㈮ 13：00～13：10

　妊娠中期の夫婦を対象に、妊娠中の悩みを話したり、夫が妊婦体験をしたり、これからの子育てに向けて気
軽に楽しく体験・お話をするサロンです。出産前後のサービスや健康管理などの情報もお知らせします。
日 ３月12日㈯　10：00～ 12：00　　会 ふれ愛支援センター（２階 大会議室）
対 出産予定月が平成28年７月・８月の夫婦 （子ども連れの人は、申込みの際にお知らせください）
持 母子手帳、妊娠届時配布の茶封筒一式、必要な人は座布団・膝かけなど

～マタニティサロンの案内～ 申・問保健課　☎773-6811

①転倒防止器具を取り付ける　　　　②寝る場所の近くにはなるべく家具を置かない　③棚にストッパーをかける
④ガラスに飛散防止フィルムを貼る　⑤通路に物を置かない

準備しておきたいもの　　　　　●バスタオル　　●ミルク　　　　●哺乳瓶
●離乳食　　　●おしりふき　　●おむつ　　　　●ティッシュ　　●下着
●常備薬　　　●水　　　　　　●ビニール袋　　●おんぶ・抱っこひも
●お気に入りのおもちゃなど　　●母子手帳と診察券

にこにこ子育て
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◦南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）　☎773-6677
◦大 和 図 書 室（大和公民館内２階）　　　☎777-4671
◦塩 沢 図 書 室（塩沢公民館内１・３階）　☎782-0100

　もう少しで卒業式。新生活に向けて準備を始めるあ
なたに、(公社)読書推進運動協議会が選定する「若い
人に贈る読書のすすめ2016」の選定本を紹介してい
ます。
　生活習慣病予防のための本も展示中です。２月25
日㈭は、健康相談・血圧測定などを行います。

んなのみ 書館図救急医療

【救急医療のかかり方】
①電話をかける

　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で救
急車を呼んでください。

　◆南魚沼市民病院……………… ☎788-1222
　◆魚沼基幹病院………………… ☎777-3200
　◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773-5111

②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診ください。
・スタッフの状況などで、症状に応じて他の

医療機関を案内する場合があります。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、

診察の順番が前後し、待ち時間が長くなる
場合があります。

・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではな
いので、できるだけ通常の診療時間内に受
診ください。

◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025-288-2525

　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発
熱、嘔吐、下痢など）に利用ください。（毎
日19：00～23：00）

問医療対策室　☎775-7731

　　　　　　・天下人の茶　　　　　　　伊東　　潤
　　　　　　・薄情　　　　　　　　　　絲山　秋子
・逆島断雄と進駐官養成高校の決闘　　　石田　衣良
・魔女の封印　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌
・たんぽぽ団地　　　　　　　　　　　　重松　　清
・光のない海　　　　　　　　　　　　　白石　一文
・ブルーアウト　Ｂｌｕｅ　Ｏｕｔ　　　鈴木　光司
・モナドの領域　　　　　　　　　　　　筒井　康隆
・蛮政の秋　　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一
・はだれ雪　　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟
・ロマンシエ　Ｒｏｍａｎｃｉｅｒ　　　原田　マハ
・江ノ島西浦写真館　　　　　　　　　　三上　　延
・優しい言葉　　　　　　　　　　　　　群　ようこ
・真実の１０メートル手前　　　　　　　米澤　穂信
・昭和からの遺言　　　　　　　　　　　倉本　　聰
・おなかがすいたハラペコだ。　　　　　椎名　　誠
・一〇三歳、ひとりで生きる作法　　　　篠田　桃紅
・マナーの正体　　　　　　　　　　　　逢坂　　剛
・うつくしい列島　地理学的名所紀行　　池澤　夏樹
・優しい鬼　　　　　　　　　　　レアード・ハント
　　　　　　・美術年鑑　２０１６
　　　　　　　　　　　　　　美術年鑑編集部／編集
・農家と農業　お米と野菜の秘密　板垣啓四郎／監修
・子どもに歯ごたえのある本を　　　石井桃子談話集
・真田丸　　　　　　　　　　　　　ＮＨＫシリーズ
・世界一清潔な空港の清掃人　　　　　　新津　春子
・商都大阪をつくった男五代友厚　　　　宮本　又郎
・在宅介護実践・支援ガイド　　　　三好春樹／監修
・ママの心が楽になる子育て心理戦　　　新井　慎一
・４７都道府県・温泉百科　　　　　　　山村　順次
・カラダをもっと強くする食事＆トレーニング大全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野沢　秀雄
・「ほら、あれだよ、あれ」がなくなる本　物忘れし
　ない脳の作り方　　　　　　　　　　　茂木健一郎
・お菓子のある暮らし　　　　　　　　　行正　り香
・農林漁業の産地ブランド戦略　地理的表示を活用し
　た地域再生　　　　　　　　　　　　香坂玲／編著
・五郎丸日記　　　　　　　　　　　　　小松　成美
・ＳＫＩの科学　　　　　　　　　　　竹腰誠／監修

よみもの

　◦新着図書

そのほか

月〜金曜日（祝日・年末年始除く )

●義務教育期の教育相談　☎773-3177　9:00〜16:30
●ニート・ひきこもり相談　☎773-6616　9:00〜16:30

不登校やひきこもりなどの不安やお悩みは

「子ども・若者育成支援センター」へ

　本庁舎 市民課で、日曜日にマイナンバー
カードの窓口申請を受け付けます。
日３月27日までの毎日曜日
時８：30～17：15
※窓口申請は、本人申請に限ります。15歳未

満が窓口申請する場合は、親権者などの法
定代理人の同伴が必要です（事前に問い合
わせください）

持通知カード、申請書、写真（通知カードに
同封の説明書の規格）、本人確認書類（運
転免許証などの顔写真付きの公的証明書
類）、住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）

問市民課　☎773-6661

マイナンバーカード窓口申請の日曜日受付


